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p (fl･'.,rn)=左 drn･1-左 dRNPN(rl,･･,rN ) で定義されるn体一の分布関数で,




























と得られる｡ここでZは最近接格子点の数, Ⅹ-(1-k)ノ(去11)毎 , I-expPe,
1 Ⅹ 1
め - 房 と due-u2/2と p-子房exp(-x2/2)であるo(城 の右辺は図2のように
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あるoその値は 2.36で,温度に直すとkBTlh/8-i.16である｡図 2で x>Xth の分
枝 (太線 )が自由エネルギー最小に対応していることから,Ⅹ/ノ打 に比例する有効振
動数が温度と共に減少していくことが知られる?
比熱は,この結果を用いて計算されその結果は図3に示されている｡図2で r>rlh






で,･xが (Ⅹ-xth)1/2のように増加することから,比熱は で～>Tthで (- Tth了1/2 の
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